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整理番号 : TK-PTP001-18 

発行日 : 2012 年 6 月 4 日 

改訂日 : 2017 年 3 月 27 日            

有効期限 : 2020 年 3 月 26 日 
 

安全データシート (SDS) 
 

1. 製品及び会社情報 

 製品名称  : シートベルトプリテンショナー 

 製品コード : 7ADC8265,7ADC8374,7ADC9004,1021930,1021931,1021932,1035408, 

1036636,1040190,1041244,1046667,1050073,1052108,1080539,1082569,

1083354,1089193,1097838,1098240,1104805,1111192,1111215,1111216,

1111217,1113251,1115400,1115401,1115402 

 会社名  : タカタ株式会社 

  住所  :  東京都品川区東品川 2-3-14東京フロントテラス 19F 

 電話番号  : 03-6455-8401 

 FAX 番号  : 03-6455-8426 

 緊急連絡電話番号 :  0566-73-6825 （タカタ株式会社 名古屋事務所） 

 推奨用途及び使用上の制限 : 自動車用シートベルトプリテンショナー 

 

2. 危険有害性の要約 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 本プリテンショナーは GHSに基づくラベル要件に対し適用外 

 

3. 組成及び成分情報 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

4. 応急処置 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

5. 火災時の措置 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

6. 漏出時の措置 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 
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7. 取扱い及び保管上の注意 

内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

8. 暴露防止及び保護装置 

内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

9. 物理的及び化学的性質 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

10. 安定性及び反応性 

内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

11. 有害性情報 

内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

12. 環境影響情報 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

13. 廃棄上の注意 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 

 

14. 輸送上の注意 

 国連番号  : UN3268 

 品名(国連輸送名)  : Safety Devices 

 国連分類(輸送における危険有害性クラス)  : クラス 9 

 海洋汚染性  : 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS

「MSDS-12000001-2」を参照のこと 

15. 適用法令 

 本製品は、火薬類取締法適用除外品である 

 

16. その他の情報 

 内容については、日本化薬株式会社によって発行された MSDS「MSDS-12000001-2」を参照

のこと 
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発行日 :2013年 7月 5日 

 改訂日 :2015年 3月 19日        

 有効期限 :2018年 3月 18日 

製品安全データシート 

 

１．化学物質等及び会社情報 

製品名  ：ガス発生器 

製品コード  ：Type NKPL-3 

会社名   ：日本化薬株式会社 

住所      ：東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 明治安田生命ビル１９階 

電話番号 ：03-6731-5368 

FAX番号 ：050-3737-2859 

緊急連絡電話番号 ：日本化薬株式会社 姫路工場内  079－264－6415 

推奨用途及び使用上の制限  ：自動車安全システム用（シートベルトプリテンショナー） 

 

２．危険有害性の要約 

重要な危険有害性及び影響 ：ガス発生器は火気、高温、衝撃、静電気等により発火の可能性がある。 

  作動時に、高温ガスを発生する。 

人体に取り込まれるルート ：密閉しているガス発生器の状態で化学物質が人体に取り込まれる可能性は皆無

である。ガス発生器が作動前に破損した場合は目・鼻・口を通じて取り込まれ

る可能性がある。 

特有の危険有害性  ：ガス発生器の作動により火傷、ガス発生器の破片の飛散により裂傷の可能性が

ある。密閉しているガス発生器での化学物質が人体に取り込まれる可能性は皆

無である。ガス発生器が作動前に破損した場合は項目１１の各成分の危険有害

性情報を参照すること。 

GHS分類区分 ： 

火薬類                 火薬類 (1.4s) 

  可燃性/引火性ガス                       分類対象外 

  可燃性/引火性エアゾール                 分類対象外 

  支燃性/酸化性ガス                       分類対象外 

    高圧ガス                                分類対象外 

  引火性液体                              分類対象外 

  可燃性固体                              分類対象外 

  自己反応性化学品                        分類対象外 

  水反応可燃性化学品                      分類対象外 

  酸化性液体                              分類対象外 

  酸化性固体                              分類対象外 

  有機過酸化物                            分類対象外 

  金属腐食性物質                          分類対象外 

  健康に対する有害性                      分類できない 

  環境に対する有害性                      分類できない 
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 ラベル要素 

  絵文字またはシンボル 

 

 

 

 

  注意喚起語 警告 

 

３．組成及び成分情報 

成分／CAS番号 ：     

(a)点火薬    

  ジルコニウム(粉末) 7440-67-7 

  塩基性Ⅱ硝酸銅  12158-75-7 

  過塩素酸カリウム  7778-74-7 

アルミニウム  7429-90-5 

  総重量 21mg 以下    

 

(b)伝火薬 (Type1)    伝火薬 (Type2) 

  過塩素酸カリウム  7778-74-7  水素化チタン  7704-98-5 

  ピクラミン酸ナトリウム 831-52-7  過塩素酸カリウム  7778-74-7 

  三硫化アンチモン  1345-04-6  総重量 85mg 以下 

  総重量 85mg 以下 

         伝火薬としてType１かType２のどちらかが使用される。 

 

(c)ガス発生剤（無煙火薬）（Type1）  ガス発生剤（無煙火薬）（Type2） 

ニトロセルロース   9004-70-0  ニトロセルロース  9004-70-0 

ジフェルニアミン  122-39-4  ジフェルニアミン  122-39-4 

  硫酸カリウム  7778-80-5  硫酸カリウム  7778-80-5 

  総重量 1600mg以下   メチルジフェニルウレア 13114-72-2 

                         総重量 1600mg以下 

  ガス発生剤としてType１かType２のどちらかが使用される。 

 

４．応急措置 

  密閉状態のガス発生器が作動前に破損し、作業員がガス発生剤などの火薬に被曝した場合は、下記の 

  応急手当を行う。    

吸入した場合 ：患者を空気の清浄な場所に移し、医師に連絡する。 

  必要に応じて酸素吸入もしくは人口呼吸を施す。 

皮膚に付着した場合 ：多量の水や石鹸水でよく汚染部位を洗浄する。医師に連絡する。 

目に入った場合 ：流水で１５分以上洗眼した後、直ちに医師の処置を受ける。 

飲み込んだ場合 ：直ちに多量の水または食塩水を飲ませて吐かせ、直ちに医師の手当てを 

  受ける。 

予想される急性症状 ：呼吸器への刺激の恐れ 

予想される遅発性症状 ：血管障害の恐れ 

最も重要な兆候及び症状 ：重篤な目の損傷 (ジフェニルアミン) 

 

５．火災時の措置 
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消火剤 ：水その他通常の消火媒体を使用可能 

使ってはならない消火剤 ：特になし 

特有の危険有害性 ：ガス発生器は、火災時自動作動する機能を有しており、直ちにできるだけ 

  遠くに退避し、遮蔽物の後ろに避難する。 

   作動によって、刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生する恐れがある。 

特有の消火方法 ：消火には多量の水を使うのが有効である。ただし暴発の恐れもあるので 

近寄ってはならない。そのため、自動的に多量の水がかかるような設備を 

施しておくほうが望ましい。 

消火を行う者の保護 ：適切な保護具を着用すること 

 

６．漏出時の措置 

 発火以前にガス発生器が破損し、内部の化学物質が流出した場合には以下の処置が必要である。 

人体に対する注意事項 ：作業の際は適切な保護具を着用し、粉塵等が皮膚や眼に付着しないよ 

   うにする。風上から作業し、風下の人を退避させる。 

保護具及び緊急時措置 ：作業者は適切な保護具を着用し、眼、皮膚への接触や粉塵の吸入を 

  避ける。 

  (NIOSH／MSHA承認の防塵マスク、ゴーグル型保護メガネ及び 

  皮膚が露出しない耐熱性保護服、非透過性の手袋等) 

環境に対する注意事項 ：流出した化学物質が河川等に排出され、環境へ影響をおこさないように 

  注意する。飲料水、用水及び冷却水の取水者に報告し、対応を待つ。 

回収、中和 ：導電性容器にできる限り回収する。 

 封じ込め及び浄化方法・機材   

 ：導電性容器に回収した後、火薬類取締法に基づいて廃棄処理を行う。 

二次災害の防止策 ：漏出した場所の周辺に、ロープを張るなどして関係者以外の立入りを禁止 

  する。 

  付近の着火源となるものを速やかに取り除くとともに、回収作業にあたっては、

火気、高温、摩擦、衝撃、静電気に注意する。 

  発火した場合に備えて、消火器材を準備する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

安全取扱い注意事項   

技術的対策 ：ガス発生器内に充填されている火薬類は何れも密閉されたアルミ製容器 

から容易に取り出せない構造となっている。 

※密閉状態のガス発生器が、170℃以上の温度に熱せられるか、電極ピン 

 に電気が流されなければ発火することはありません。 

  但し、静電気、電磁波及び落下衝撃により不時の作動があります。また、シャ

ントバーがないリテーナを使用することで、誤発火のリスクが高まります。 

局所排気・全体換気 ：作動時に有毒ガスが発生するため、作動した場合は十二分に換気すること。 

接触回避 ：火気、高温、衝撃、静電気を避けること。 

保管 

保管条件 

技術対策 ：直射日光を避け、室温下で保管する。 

混触禁止物質 ：強酸、強塩基のようなアルミ容器を腐食させるもの 

容器包装材料 ：指定された容器を使用する。 

 



製品名: ガス発生器/Type NKPL-3    整理番号：MSDS-12000001-2 

 

８．暴露防止及び保護措置 

許容濃度 ：項目１１のデータ参照 

設備対策 ：取扱い場所の床及び作業台等は、導電シート貼りが望ましい。 

  全ての装置にアースを設置する。 

保護具 

呼吸器の保護具 ：マスクを着用する。 

手の保護具 ：保護手袋を着用する。 

目の保護具 ：保護眼鏡（ゴーグルタイプ）を着用する。 

皮膚及び身体の保護具 ：帯電防止の作業着、導電靴を着用する。 

 

９．物理的及び化学的性質 

物理的状態 ：通常の状態では発火の可能性低い。 

形状 ：特有の密閉ユニット(φ17mm×L35mm) 

色 ：銀色 

pH ：対象外 

融点・凝固点 ：対象外 

沸点・初留点及び沸騰範囲 ：対象外 

引火点 ：対象外 

燃焼又は爆発範囲の上下限 ：対象外 

蒸気圧 ：対象外 

蒸気密度 ：対象外 

比重(相対密度) ：対象外 

溶解度（水） ：対象外 

  密閉容器内の化学物質の水への溶解度は以下の通り 

              (a)点火薬     不溶性 

              (b)伝火薬   溶性 

              (c)ガス発生剤（無煙火薬） 不溶性 

N－オクタノール/水分配係数 ：対象外 

自動発火温度 ：２００℃（DSC）、１７０℃（クルップ法） 

分解温度 ：データなし 

臭いの閾値 ：対象外 

蒸発速度 ：対象外 

燃焼性(固体、ガス) ：対象外 

粘度(粘性率) ：対象外 

 

10．安定性及び反応性 

 安定性 ：密閉状態のガス発生器は、一般的な保管、取り扱いにおいて安定である。 

 反応性 ：なし 

 危険有害反応可能性 ：なし 

 避けるべき条件 ：火気、高温、摩擦・衝撃、静電気を避ける。  

 混触危険物質 ：強酸、強塩基のようなアルミ容器を腐食させるものとの混載は避ける。 

 危険有害な分解生成物 ：ガス発生器が作動した場合、ガス及び残渣が生成される。 

 

11．有害性情報 

  密閉されているガス発生器での、人体に与える影響は皆無である。ガス発生器が作動前に破損した 

  場合には、容器内部の化学物質に被曝する危険が存在する。容器内部の化学物質の被曝が、人体に 
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  及ぼす影響は以下の通りである。 
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(a)点火薬
GHS分類 ジルコニウム 塩基性硝酸銅 過塩素酸カリウム アルミニウム

火薬類

可燃性固体 区分１
自然発火性固体 区分１
自己発熱性物質 区分１

区分２または区分３
酸化性固体 区分３ 区分２
金属腐食性物質
急性毒性（経口）
急性毒性（経皮）
急性毒性（吸入）
皮膚腐食性・刺激性 区分２

区分２B
呼吸感作症、皮膚感作性 区分１（皮膚） 区分１（皮膚）
生殖細胞変異原性
発がん性 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない
生殖毒性
単回暴露 区分３（気道刺激性） 区分３（気道刺激性）
反復暴露 区分２ 区分１（肺）
水性環境急性有害性 区分３
水性環境慢性有害性 区分３ 区分４

危険有害性情報 可燃性固体 火災助長の恐れ；酸化性 火災助長の恐れ：酸化性物質
水に触れると可燃性・引火性ガ
スを発生

空気中で自然発火の恐れ
アレルギー性皮膚反応を起こす
恐れ

皮膚刺激
長期又は反復暴露による肺の
障害の恐れ

自己発熱：発火の恐れ 強い眼刺激 長期的影響により有害の恐れ
アレルギー性皮膚反応を起す恐れ 呼吸器への刺激の恐れ
呼吸器への刺激の恐れ 長期または反復暴露による血管

障害の恐れ
水性生物に有害
長期的影響により水生生物に有害

許容濃度 OSHA（ｍｇ／ｍ３） ５（TWA) リストになし リストになし 5(TWA)
ACGIH（ｍｇ／ｍ３） ５（TWA) リストになし リストになし 5(TWA)

海洋汚染物質

水と接触しガスを発生する物質

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性
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(b)伝火薬
GHS分類 過塩素酸カリウム ピクラミン酸ナトリウム 三酸化アンチモン 水素化チタン

火薬類 等級１．３ GHS分類のデータ無し

可燃性固体
自然発火性固体
自己発熱性物質
水と接触しガスを発生する物質
酸化性固体 区分２
金属腐食性物質
急性毒性（経口） 区分４
急性毒性（経皮）
急性毒性（吸入）
皮膚腐食性・刺激性 区分２

区分２B 区分２A
呼吸感作症、皮膚感作性
生殖細胞変異原性
発がん性 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない 発がん性データ無し
生殖毒性
単回暴露 区分３（気道刺激性）
反復暴露 区分２ 区分１（心血管系）
水性環境急性有害性 区分３
水性環境慢性有害性 区分３
危険有害性情報 火災助長の恐れ：酸化性物質 飲み込むと有害 強い眼刺激

皮膚刺激
長期又は反復暴露による心血
管系の障害の恐れ

強い眼刺激
呼吸器への刺激の恐れ
長期または反復暴露による血管
障害の恐れ
水性生物に有害
長期的影響により水生生物に有害

許容濃度 OSHA（ｍｇ／ｍ３） リストになし リストになし リストになし リストになし
ACGIH（ｍｇ／ｍ３） リストになし リストになし リストになし リストになし

海洋汚染物質

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性
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（c）無煙火薬
GHS分類 ニトロセルロース ジフェニルアミン 硫酸カリウム メチルジフェニルウレア

火薬類 等級１．１ GHS分類のデータ無し GHS分類のデータ無し

可燃性固体
自然発火性固体

自己発熱性物質
水と接触しガスを発生する物質
酸化性固体

金属腐食性物質
急性毒性（経口） 区分４

急性毒性（経皮）
急性毒性（吸入）

皮膚腐食性・刺激性
区分１

呼吸感作症、皮膚感作性 区分１（皮膚）

生殖細胞変異原性
発がん性 発がん性物質に該当しない 発がん性物質に該当しない 発がん性データ無し 発がん性データ無し

生殖毒性 区分２
単回暴露 区分３（麻酔作用） 区分１（血液、泌尿器）

反復暴露
区分１（心血管、血液、膀胱）、
区分２（腎臓）

水性環境急性有害性

水性環境慢性有害性
危険有害性情報 眠気およびめまいの恐れ 飲み込むと有害

重篤な眼の損傷
アレルギー性皮膚反応を起す恐れ

生殖能または胎児への悪影響の恐れ
血液系、泌尿器の障害
長期または反復暴露による心血管系、血
液、膀胱の障害。長期または反復暴露に
よる腎臓の障害の恐れ

許容濃度 OSHA（ｍｇ／ｍ３） NA １０（TWA) リストになし リストになし

ACGIH（ｍｇ／ｍ３） NA １０（TWA) リストになし リストになし
海洋汚染物質

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性



製品名: ガス発生器/Type NKPL-3    整理番号：MSDS-12000001-2 

 

12．環境影響情報 

 生態毒性 ：情報なし 

 残留性・分解性 ：情報なし 

 生態蓄積性 ：情報なし 

 土壌中の移動性 ：情報なし 

 

13．廃棄上の注意 

 残余廃棄物 ：指定のガス発生器処置場にて廃棄すること。 

   河川や下水溝、海洋投棄しないこと 

  一般ゴミ、産業廃棄物等に混入しないこと。 

 汚染容器、包装 ：産業廃棄物として廃棄すること。 

 

14．輸送上の注意 

国連番号 ：UN０３２３ 

品名 ：NKPL-3 

 国連分類 ：クラス１．４S 

 DOTリファレンスNo.   ：EX2011060672 

容器等級 ：該当なし 

海洋汚染性 ：該当なし 

 

15．適用法令 

 本製品は、火薬取締法適用除外品である。 

 

16．その他の情報 

  記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、含有量、物理化学的 

  性質、危険性・有害性等のデータや評価に関しては、いかなる保証をなすものではありません。 

  すべての化学製品については未知の有害性があり、また本製品については火薬類取締法の適用は 

  受けませんが、性質等は火薬類と変わらないものであり、取り扱いには細心の注意が必要です。 

  ご使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定くださいますようお願い申し上げます。 

  また、記載事項は通常の取り扱いを対象にしたものであり、特別な取り扱いをする場合には新たに 

  用途、用法に適した安全対策や法的対策を実施の上、お取り扱い願います。    

 

 ※本製品は過塩素酸カリウムを含む。 

 米国カリフォルニア州法によると、本製品が、カリフォルニア州に納入される際は、輸送物や 

 消費者包装の外側に、以下の表示が義務づけられている。 

 “ Perchlorate Material-special handling may apply   

     See  www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate ” 

 

記載内容の問い合わせ先 ：日本化薬株式会社 セイフティシステムズ事業部 技術統括部 

   電話番号   03－6731－5368 

   FAX番号  050－3737－2859 

 ：日本化薬株式会社 姫路工場内 セイフティシステムズ開発研究所 

   電話番号 079－264－6415 

   FAX番号  079－264－6416 

 

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate


[会社情報]

販売者：(株)スズキレピオ
所在地：北海道札幌市清田区美しが丘1条8丁目1-1
TEL:011-888-5255


